
 

 

 

■ひとり言■  土日祝日の工場と事業所の改修工事 

 エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

先日、４月下旬から５月上旬のゴールデンウイークと、その後の、土日を使っての工場・事業所の改 

修工事の作業を進めてまいりました。通常、私共の主要な工事は、市川市内の一般住宅のお客様から 

のご依頼件数が多く、作業も日曜、祝日を避ける旨のご要望が大半で、工事は、落ち着いた環境と余 

裕ある時間のなかで集中した作業に当らせていただいております。 

しかし、現在お付き合いをさせていただいております工事業者様は、主に、工場や事業所の改修を専 

門に手掛けておられるため、お客様の平日の業務に支障をきたさない土日や祝日に工事を進める必要 

があります。また、基本的に工事が遅れ気味の場合も、残業は認められず、工期も厳守しなければな 

らない作業環境のため、工事に当る我々にもかなりな肉体的、精神的な負担に加え、ストレスとプレ 

ッシャーが掛かってまいります。この様な環境のなかで、５月末日を以って約１ケ月間 

続いた作業も無事完了させていただくことが出来ました。また、新たな気持ちでいつも 

お世話になっておりますお客様からのご要望にお答えしていけるよう努めてまいりたい 

と思いますので宜しくお願い申し上げます。 

 

 

  

 

■お客様の       屋根の葺き替えと外壁の塗装/曽谷 Ｉ様邸 

  施工現場より■   築２５～２６年、建坪２０坪の木造２階建て、屋根はコロニアル

葺き、外壁はサイディング張りのお住まいで、新築後、屋根・外壁ともに、塗装をされない

まま長年経過してきたため、汚れやコケの付着が見られ、かなり老朽化も進み、建物の美観

も低下しておりました。また、建物廻りの窓の木枠、雨戸の敷居、軒の天井、雨どい等も長

く風雨にさらされて傷みも進んでおりました。このため、今回は、お住まい外廻りの全体的

改修のご依頼をいただきました。 

そこで、まず、足場掛けから作業に取り掛かり、既存のコロニアル屋根を剥がさずに、野地

板と防水シートを敷き詰め、新しいコロニアル屋根材を重ね葺きしました。次に、外壁の塗

装の前に、高圧洗浄で建物廻りの汚れを洗い落とし、窓の木枠・雨戸の敷居・軒の天井等傷

みの進んだ部分も取り払い、新しい材料に取り替え、外壁サイディングの塗装作業を進めま

した。また、雨樋や雨戸も相当傷んでおりましたので、１、２階の雨戸と雨樋を全て新しい

ものに交換し約３週間で作業を完了させていただきました。このたびのこの改修 

により、これからお客様も快適に安心してお過ごしいただけるものと思われます。 
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■暮らしのたより■  窓のリフォームによる快適な暮らしについて 

 

窓は、住まいのなかではキッチンや浴室のような主役というよりも地味な脇役です。しかし、 

日常何気なく使っている窓には、光や風を取り入れるためだけではなく、快適性や省エネ性

を高める大切な働きがあります。 

現在では、窓やガラスを二重にすることにより、真夏の日射をさえぎって涼しさを高めたり、

冬場の室内と室外の温度差から生じる結露を防ぐ対策にもなります。 

特に、これからの夏場は住宅に侵入する熱のうち、７０％が窓を通じて入ってくる日射です。 

そのため、夏を快適に過すには、日差しをじょうずに遮ることが大切です。 

昔から、「すだれ」や「よしず」で強い日差しをさえぎってきたように、普通のガラスではほ

とんど太陽熱の浸入を防げません。 

そこで、省エネ効果の高いエコガラスは、２枚のガラスで構成されていて、ガラスの内側に 

赤外線を遮断する特殊金属膜がコーテングされています。夏は日射を防いで冷房効率を高め、 

冬は暖房輻射熱の流出を防いで暖房効率を高めることができます。 

今の、窓やドアの機能は進化をしつつ、快適で安全な暮らしができるだけでなく、 

省エネ性能にも優れているものがありますので、これからお住まいのリフォームを 

予定されておられましたら、窓のリフォームも併せて検討されては如何でしょうか？ 


